
平成 31年度全国学力･学習状況調査の甲府市における調査結果のポイント 

                              甲府市教育委員会学校教育課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【お問い合わせ先】 

〒400-8585 

甲府市丸の内1-18-1 

甲府市教育委員会 学校教育課 

電話 055-223-7321 FAX 055-235-5648 

 文部科学省は、本年４月１８日に実施しました「全国学力･学習状況調査」の結果

を公表しました。 

 この調査は、児童生徒の学力や学習状況を把握･分析し、各教科における課題や児

童生徒の生活状況の実態等を明らかにすることにより、各学校における児童生徒へ

の指導内容の充実や指導方法の改善、日々の生徒指導等に役立てることを目的とし

ております。 

 各学校におきましては、自校の調査結果を分析し、課題等を明らかにした上で、

指導方法の改善等に役立てながら授業を行っております。また、分析結果につきま

しては、学校便りなどを通して保護者や地域住民の皆様にお知らせするとともに、

各学校のホームページにも掲載する予定です。 

なお、各学校では、調査に参加した児童生徒並びにその保護者に対しまして、個

別懇談等を通して、個人結果票をもとに、個々の課題や今後の努力点を丁寧に説明

し、課題等を共有しながら学力向上に向けて家庭との連携を図るように努めていま

す。 

 甲府市教育委員会としましても、市内各小中学校の調査結果を分析、検討し、本

市としての全体的な状況や課題等を次のとおりにまとめ、今後、各小中学校への指

導助言に役立てて参ります。 



- 2 - 

 

１ 調査の本市の概要  

（１）実施日   平成３１年４月１８日（木） 

（２）調査内容 

  ○実施学年  小学校第６学年，中学校第３学年 

  ○調査内容 

   〔教科に関する調査〕 

小学校・・・国語，算数    中学校・・・国語，数学及び英語 

    ◇出題内容 

①身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や，実生活において

不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能等。 

     ②知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や，様々な問題解決のための構想を立

て，実践し評価・改善する力等に関わる内容。 

     調査問題では，上記①と②を一体的に問う。出題形式は，国語及び算数・数学においては， 

記述式の問題を一定割合で導入する。英語においては，「聞くこと」，「読むこと」，「話すこ 

と」，「書くこと」に関する問題を出題し，記述式の問題を一定割合で導入するとともに， 

「話すこと」に関する問題の回答は，原則として口述式によるものとする。 

   〔生活習慣・学習環境等に関する質問紙調査〕 

    ◇児童生徒に対する調査 

     ・学習意欲，学習方法，学習環境，生活の諸側面等に関する質問紙調査 

    ◇学校に対する調査 

     ・指導方法に関する取組や学校における人的・物的な教育条件の整備の状況等に関する質

問紙調査 

（３）参加状況 

   校 種 参加学校数 参加学年・参加人数 

   小学校 ２５校１分校 ６年生・１３２０人 

   中学校 １１校１分校 ３年生・１２７１人 

 

２ 教科に関する調査の本市の結果について 
（１）全体の結果 【 平均正答率で見た甲府市の状況 ： 全国・山梨県との比較  】 

  
小学校(６年生) 中学校(３年生) 

国語 算数 国語 数学 英語 

全  国 63.8 66.6 72.8 59.8 56.0 

山梨県 62 66 75 60 55 

甲 

府 

市 

国との

比較 
△ △ 〇 △ 〇 

県との

比較 
△ △ △ △ 〇 
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◇全体の概要 

 ○本年度から従来のＡ問題・Ｂ問題が一体的に問われることになった。 

教科に関する調査の平均正答率は，小学校・中学校ともすべての教科（国語，算数・数学，英

語)において，全国と比べて－２．８％から＋１．２％の範囲内（昨年度－０．７％から＋１．

８％）にある。 

〔小学校〕 

  ・国語，算数とも，全国及び県平均正答率を下回っている。 

〔中学校〕 

  ・国語は全国平均を上回っているが，県平均は下回った。数学は全国平均及び県平均を下回っ

ている。今年度初めて実施された英語は，全国と同程度。県平均は上回っている。 

※平成２９年度から，県および市・各学校等の平均正答率は整数で発表されることとなった 

※表の見方：○は同じかあるいは上回っている，△は下回っている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）各教科の結果 
 

■ 小学校国語 
【全国の平均正答率より３ポイント以上高いもの】  

 該当なし 

 

【全国の平均正答率より３ポイント以上低いもの】    

設問番号 設問の概要 出題の趣旨 該当学年 過去問題 

１四（１） 

ア 

 

文の中で漢字を使う 

（たいしょう） 

学年別漢字配当表

に表されている漢

字を文の中で正し

く使う 

５・６年 

文字に関する

事項 

H29A 7 (1) 

 

１四（１） 

イ 

  

文の中で漢字を使う 

（かぎらず） 

学年別漢字配当表

に表されている漢

字を文の中で正し

く使う 

５・６年 

文字に関する

事項 

H29A 7 (1) 

 

１四（１） 

ウ 

 

文の中で漢字を使う 

（かんしん） 

学年別漢字配当表

に表されている漢

字を文の中で正し

く使う 

５・６年 

文字に関する

事項 

H29A 7 (1) 

 

２－（２） 

 

 

 

疑問に思ったことに対する答え

になるように考えて，条件に合わ

せて書く 

目的に応じて，文

章の内容を的確に

押さえ，自分の考

えを明確にしなが

ら読む 

５・６年 

読むこと 

H27A 5 一 

H27A 5 二 

H27B 2 二 

H28A 5  

H28B 3 三 

H30B 3 二 
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３三 

 

 

話し手の思いや考えに着目して，

心に残ったことを，条件に合わせ

て書く 

話し手の意図を捉

えながら聞き，自

分の考えをもとめ

る 

５・６年 

話すこと 

聞くこと 

H24B 2 二 

H26B 1 三 

H28B 1 三 

H30B 1 三 

３四 

 

 

ことわざの使い方の例として，

適切なものを選択する 

ことわざの意味を

理解して，自分の

表現に用いる 

３・４年 

伝統的な言語

文化に関する

事項 

H24A 8  

H25A 2 一 

H25A 2 二 

H26A 2 一 

H26A 2 二 

H29A 5 ア 

H29A 5 イ 

H30A 6  

 

【正答率が４０％に満たないもの】  

設問番号 設問の概要 出題の趣旨 該当学年 過去問題 

１三 

 

 

「調査の内容と結果」で分かっ

たことをまとめて，条件に合わ

せて書く 

目的や意図に応じ

て，自分の考えの

理由を明確にし，

まとめて書く 

５・６年 

書くこと 

H25B 2 一 

H27B 1 三 

H29B 2 三 

H30B 2 二 

１四（１） 

  ア 

 

文の中で漢字を使う 

（たいしょう） 

学年別漢字配当表

に表されている漢

字を文の中で正し

く使う 

５・６年 

文字に関する

事項 

H29A 7 (1) 

 

１四（１） 

  ウ 

 

文の中で漢字を使う 

（かんしん） 

学年別漢字配当表

に表されている漢

字を文の中で正し

く使う 

５・６年 

文字に関する

事項 

H29A 7 (1) 

 

 

【本市の傾向・課題】 

○「文の中で漢字を使う」ことに課題がある。 

 ・「文の中で漢字を使う」設問については，３問中３問が全国平均正答率を下回り，２問が 40％

に満たないことから，今後も粘り強い取組が必要である。 

○「書くこと」に関わる部分で正答率が低い。

・目的や意図に応じ，内容の中心を明確にして，詳しく書くことには課題がある。

・考えの根拠となる情報や，まとめる際の条件に合わせた文章を書くことに課題がある。 
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■ 小学校算数 

【全国の平均正答率より３ポイント以上高いもの】  

該当なし 

 

【全国の平均正答率より３ポイント以上低いもの】 

  設問番号 設問の概要 出題の趣旨 該当学年 過去問題 

２（4） 

 

 

洗顔と歯みがきで使う

水の量を求めるため

6+0.5×2 を計算する 

加法と乗法の混合し

た整数と小数の計算

をすることができる 

４年 

数と計算 

数量関係 

H19A1 (7) 

H29A2 (3) 

 

３（4） 

 

 

1800÷6 は，何ｍ分の代

金を求めている式とい

えるのかを選ぶ 

示された除法の式の

意味を理解している 

３年 

数量関係 

５年 

数と計算 

H25B2(1) 

H28B3(1)   

４（2） 

 

 

何秒後にゴンドラに乗

ることができるのかを

求める式を書く 

示された場面におい

て，複数の数量から必

要な数量を選び，立式

することができる 

３年 

数と計算 

 

H19B5(3) 

H20B2(2) 

H29B2(1) 

４（3） 

 

残り 7 ポール分進むの

にかかる時間の求め方

場面の状況から、単位

量当たりの大きさを

５年 

量と測定 

H19B5(3) 

H20B2(2) 

【改善のための方策】 

○漢字を読んだり書いたりする機会を計画的に設定する指導の充実 

 ・漢字練習，漢字の構成，同音異義語などの学習を行う。また，ノートをとる時や学習感 

想等を書く時，連絡帳等に文や文章を書く際など，漢字を正しく使うように指導する。 

 ・平成３１年度全国学力・学習状況調査報告書小学校国語３５ページ「学習指導に当たっ

て」を参照。 

○目的や意図に応じ，複数の資料から適切な内容を取り上げて，詳しく書く指導の充実 

 ・自分の考えたことや伝えたいことが相手に十分伝わるように書くためには，複数の資料 

から情報を得て，詳しく書くことが必要となる場合がある。その際，得られた情報の中 

から目的や意図に応じて適切な内容を選択したり，関連付けて捉えたりすることが大切 

になる。また，情報の何をどのように取り上げて，詳しく書けば効果的であるかを整理 

して書くことができるように指導することが大切である。 

 ・自分の考えを可視化したり，思考ツール（比較・分類・関連付け・構造化等）などを活

用したりしながら，集めた資料をまとめ，考えを文章や図に表す機会を設けることが大

切である。また，文章をつくる際には，「構成の検討」「書き表し方の工夫」など，推敲

する段階で交流する場を設定し，友達の意見や考えを基に，自分の考えを振り返らせる

場面をつくることも効果的である。 
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【改善のための方策】 

○「数と計算」に関する学習指導の充実 

・問題解決の場面において，数量の関係を図や数直線などに表す活動を取り入れていく。数

量の関係を的確に捉えられるよう指導していくことが大切である。 

・四則の混合した式の計算や四則に関して成り立つ性質について，十分に習熟させるように

する。 

・小数とその加法及び減法について理解を深めるように指導する。 

・小数の乗法と除法の意味について理解させ，それらを正しく用いることができるように繰

り返し取り組ませる。 

○「数量関係」に関する学習指導の充実 

・答えを求めるまでに複数の段階がある問題の解決の場面では，自力解決の場面を大切にし， 

考えをもたせることが大切である。考えをもたせるために，図をかいたり具体物を操作し 

たりする機会を設ける。 

 ・日常生活の中で生じた問題の解決のために，多くの情報の中から必要な数量を見いだすこ 

  とができるよう指導する。 

 ・ともなって変わる２つの数量を見いだしたり，複数の情報から必要な数量を選択して立式 

  したりすることができるように指導する。 

 ・示された場面の状況の変化に応じて，単位量当たりの大きさを基に，数学的に表現・処理 

  し，得られた結果から条件に当てはまるかどうかを判断できるように指導する。  

 

 と答えを記述し，24 分

間以内にレジに着くこ

とができるかどうかを

判断する 

基に，求め方と答えを

記述し，その結果から

判断できる 

数量関係 H29B2(1) 

 

【正答率が４０％に満たないもの】 

該当なし 

 

【本市の傾向・課題】 

〇全国及び県の平均正答率とほぼ同等の結果となった。また，全国及び県と同様に，無解答率が

高い設問もある。 

〇減法の計算の仕方についてまとめたことを基に、除法の計算についてまとめると、どのように

なるのかを書く問題に関して，全国及び県と同様、正答率が低い。 

〇「量と測定」の領域では，「数学的な考え方」に課題がある。「図形と式とを関連付け，筋道を

立てて考察すること」に関する問題での正答率が低い。 

〇「数と計算」の領域では，「数量や図形についての技能」や「数学的な考え方」に課題がある。

「四則の混合した整数と小数の計算」「示された除法の式の意味を理解すること」「複数の情報

の中から必要な数量を選択し，立式すること」に関する問題での正答率が低い。 

〇「数量関係」の領域では，数学的な考え方に課題がある。「場面の状況を数理的に捉え，数学的

に表現・処理し，得られた結果から判断すること」に関する問題での正答率が低い。 
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【改善のための方策】  

○言語についての知識・技能の確実な定着を図る指導の充実 

・封筒の書き方についての理解を深めるためには，相手の氏名に敬称を付け中央に大きく書く

こと，住所は右側に氏名よりやや小さく書くことを捉える必要がある。手紙の形式に込めら

れた相手への敬意について，実生活と結びつけながら考えさせることも大切である。 

○読む能力の向上を図る指導の充実 

 ・文章を読んで内容を捉えるためには，文章の内容や構造を理解したり，その文章の特徴を把握

したりしながら，目的や必要に応じて情報を過不足なく選択し整理することが大切である。指

導にあたっては，生徒に，根拠や意味を考えさせたり，友だちの考えをもとに自分の考えを振

り返らせたりすることが必要となってくる。また，自分の考えを文章や図で表現させる場面を

設けることも求められる。 

■ 中学校国語  

【全国の平均正答率より３ポイント以上高いもの】 

設問番号 設問の概要 出題の趣旨 該当学年 過去問題 

２二 

 

 

話合いでの発言について説

明したものとして適切なも

のを選択する 

相手に分かりや

すく伝わる表現

について理解す

る 

１年 

話すこと・聞

くこと 

 

 

【全国の平均正答率より３ポイント以上低いもの】 

 該当なし 

 

【正答率が４０％に満たないもの】 

 該当なし 

 

【本市の傾向・課題】 

○本市の平均正答率は，すべての設問において全国平均を上回り，｢話すこと・聞くこと｣の領域では，

特に優れた成果を残している。 

○課題としては，１四「封筒の書き方を理解して書く」問題，１二「文章の展開に即して情報を整理

し，内容を捉える」問題の正答率が比較的低いことが挙げられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 中学校数学  

【全国の平均正答率より３ポイント以上高いもの】  

設問番号 設問の概要 出題の趣旨 該当学年 過去問題 

８(２) 

 

 

「１日に２６分ぐらい読書

をしている生徒が多い」と

いう考え方が適切ではない

理由を，ヒストグラムの特

徴を基に説明する 

資料の傾向を的確

に捉え，判断の理

由を数学的な表現

を用いて説明する

ことができる 

１年 

資料の活用 
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【全国の平均正答率より３ポイント以上低いもの】   

設問番号 設問の概要 出題の趣旨 該当学年 過去問題 

２ 

 

 

連立二元一次方程式 

{
𝑦 = −2𝑥 + 1
𝑦 = 𝑥 − 5   

 を解く 

 

簡単な連立二元一

次方程式を解くこ

とができる 

２年 

数と式 

H19A3(4) 

H20A3(4) 

H21A3(4) 

H22A3(3) 

H23A3(4) 

H24A3(2) 

H26A3(4) 

H27A3(4) 

H29A3(4) 

H30A3(3) 

５ 

 

 

２枚の１０円硬貨を同時に

投げるとき，２枚とも表の

出る確率を求める 

 

簡単な場合につい

て確率を求めるこ

とができる 

２年 

資料の活用 

H20A15(2) 

H21A13(2) 

H23A13(1) 

H24A14(2) 

H25A15(2) 

H26A14(2) 

H28A13(2) 

H29A15(2) 

H30A15(2) 

６(１) 

 

 

冷蔵庫 A の使用年数と総費

用の関係を表すグラフにつ

いて，点 P のｙ座標の差が

表すものを選ぶ 

グラフ上の点 P の

ｙ座標と点 Q のｙ

座標の差を，事象

に即して解釈する

ことができる 

２年 

関数 

 

 
 

【正答率が４０％に満たないもの】 

設問番号 設問の概要 出題の趣旨 該当学年 過去問題 

６（１） 

 

 

冷蔵庫 A の使用年数と総費

用の関係を表すグラフにつ

いて，点 P のｙ座標の差が

表すものを選ぶ 

グラフ上の点 P の

ｙ座標と点 Q のｙ

座標の差を，事象

に即して解釈する

ことができる 

２年 

関数 

 

６(２) 

 

 

冷蔵庫 B と冷蔵庫 C につい

て，式やグラフを用いて，２

つの総費用が等しくなる使

用年数を求める方法を説明

する 

事象を数学的に解

釈し，問題解決の

方法を数学的に説

明することができ

る 

２年 

関数 

H28B3(3) 
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【 改善のための方策 】 

 〇解答類型の分析 

 ・正答率のみに着目せず解答類型を分析することで，生徒がどこでつまずいたかを把握し，

授業改善に生かす。 

  例）５２枚の１０円硬貨を投げる問題（正解は 1/4）は，教科書では 1/3 という誤答を取

り上げた指導内容が組まれているが，今回の調査では 1/2 と解答した生徒の割合の方

が高くなっている。 

○基礎的・基本的な知識及び技能の確実な定着を図る指導の充実 

・基礎的・基本的な知識及び技能の確実な定着を図るため，学習した内容の意味の理解や実

生活との関連を大切にしながら，生徒の実態に即したきめ細かな指導を繰り返し行う。 

○自分の考えを文章にまとめる指導，他者に説明する指導の充実 

・問題解決のため，必要な条件や資料の傾向を的確に捉えて筋道を立てて考え，数学的な表

現を用いて説明できるよう，生徒同士の学び合いを含めた多様な学習活動を取り入れる。

また，生徒の表現のよさを認めつつ，「事柄・事実の説明」では前提と結論を，「方法・手

順の説明」では用いるものと用い方を，「理由の説明」では根拠と成り立つ事柄を明確にし

て説明ができるよう繰り返し指導を行う。 

【本市の傾向・課題】 

 ○全国平均正答率とほぼ同等の結果となっている。また，ほとんどの設問で無解答率が全国より低

く，粘り強く取り組む姿勢が見受けられる。しかし，「関数」の領域において正答率が５０％を下

回っていること，「数学的な技能」の観点において全国との差が大きいことなどが課題である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 中学校英語  

【全国の平均正答率より３ポイント以上高いもの】 

設問番号 設問の概要 出題の趣旨 該当学年 過去問題 

２ 

 

イギリスと日本の類似点

や相違点についてのスピ

ーチを聞いて，話の展開に

合わせて示す絵を並び替

える 

まとまりのある英語を

聞いて，話の概要を理

解することができる 

  

９（１）② 

 

 

文中の空所に入れる接続

詞として，最も適切なもの

を選択する 

文の中で適切に接続詞

を用いることができる 

  

 

【全国の平均正答率より３ポイント以上低いもの】 

設問番号 設問の概要 出題の趣旨 該当学年 過去問題 

９（３）① 

 

 

与えられた情報に基づい

て，ある女性を説明する英

文を書く 

与えられた情報に基づ

いて，３人称単数現在

時制の肯定文を正確に

書くことができる 

１年 

代名詞（３

人称） 
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【正答率が４０％に満たないもの】 

設問番号 設問の概要 出題の趣旨 該当学年 過去問題 

４ 

 

 

来日する留学生の音声メ

ッセージを聞いて，部活動

についてのアドバイスを

書く 

聞いて把握した内容

について，適切に応じ

ることができる 

  

７ 

 

 

チンパンジーに関する説

明文とその前後にある対

話を読んで，書き手が最も

伝えたい内容を選択する 

まとまりのある文章

を読んで，説明文の

大切な部分を理解す

ることができる 

  

 

８ 

 

 

食糧問題について書かれ

た資料を読んで，その問題

に対する自分の考えを書

く 

書かれた内容に対し

て，自分の考えを示

すことができるよ

う，話の内容や書き

手の意見などをとら

えることができる 

  

９（２）② 

 

 

 

与えられた英語を適切な

形に変えたり，不足してい

る語を補ったりなどして，

会話が成り立つように英

文を書く 

一般動詞の１人称複

数過去時制の肯定文

を正確に書くことが

できる 

１年 

不規則動詞

の過去形 

 

９（３）② 

 

 

与えられた情報に基づい

て，ある女性を説明する英

文を書く 

与えられた情報に基

づいて，３人称単数

現在時制の肯定文を

正確に書くことがで

きる 

１年 

３人称単数

現在時制の

肯定文 

 

９（３）③ 

 

与えられた情報に基づい

て，ある女性を説明する英

文を書く 

与えられた情報に基

づいて，一般動詞の

３人称単数現在時制

の否定文を正確に書

くことができる 

１年 

３人称単数

現在時制の

否定文 

 

１０ 

 

 

学校を表す２つのピクト

グラム（案内用図記号）の

案を比較して，どちらがよ

いか理由とともに意見を

書く 

与えられたテーマに

ついて考えを整理

し，文と文のつなが

りなどに注意してま

とまりのある文章を

書くことができる 
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【改善のための方策】  

○書く力を向上させる指導について 

・普段の授業から，Small Talk 等の言語活動（自分の考えや気持ちをお互い伝え合う活動）

を意図的に多く仕組む。さらに，ペアでやり取りしたことを書く活動につなげる。 

・言語材料のパターンプラクティスに終始せず，その言語材料を用いて，自分の思いや考

えを書く活動を頻繁に取り入れる。 

・教科書の説明文や社会問題を扱った単元を読んだ後に，そのことについて「書き手の主

張」を数文でまとめさせたり，「自分がどう思うのか（感想）」や「自分は何ができる

か」について２～３文程度の英語で表現させたりする。その際，自分の意見を整理しや

すいようマッピングなどを活用すると効果的である。また，I think や I agree などの自分

の意見を述べるために必要な表現や because などの接続詞を適切に用いることを合わせて

指導する。 

○「動詞の活用」に関する指導について 

 ・言語材料を使う「場面」を意識して指導する。例えば，「過去形」であれば，「日記」や「思

い出を語る場面」で用いる表現であること，「3 人称単数現在形」であれば，「他者を紹介

する場面」で用いる表現であるということを理解させ，その言語活動をスパイラルに取り

扱う。 

 ・絵や写真の様子を表現したりする言語活動を取り入れることで，I，you 以外の主語（he, 

she, it, 無生物主語等）を用いて客観的に事実を書く機会を設ける。 

 ・言語材料とそれを使う「場面」がリンクするように，例えば小学校で既習の言語材料につ

いては，小学校の教材を効果的に使用するなど，既習の知識と関連付けて繰り返し指導す

る。 

【本市の傾向・課題】 

 ○本市の平均正答率は，全国平均とほぼ同程度である。 

○｢聞くこと｣「読むこと」の領域の中でも，日常的な話題について話されたことや書かれたものを

理解したり，まとまりのある英語を聞いたり読んだりして，概要や要点をつかんだりすること

は概ね良好である。 

○「書くこと」については正答率が低い。とくに，社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたこ

とをもとに，自分の考えや意見を書くことに課題がある。また，過去時制や３人称単数現在時

制などの「動詞の活用」についても正答率が低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）無解答率について 

    校種ごと，教科ごとに無解答率をまとめると次の通りである。 

＜無解答率が全国よりも高い設問の数＞ 

※全国よりも無解答率が高い設問の数／全設問数 
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【本市の傾向と課題】 

 ○昨年度との比較の視点から 

 ・小学校，中学校とも，A 問題と B 問題の区分がなくなったので，昨年度と単純には比較はできな 

  い。 

 ○全国との比較の視点から 

 ・小学校国語で無解答率が全国平均を上回った問題が多い。小学校では最大で６．５％無解答率が 

  全国平均を上回っている。 

 ・中学校は，ほとんどの設問で無解答率が全国平均を下回っている。全国との差は，中学校で最大 

  で０．３ポイント。粘り強く解答した様子がうかがえる。 

 ○無解答率そのものの視点から 

 ・小学校では，国語において無解答率が１０％を越えている設問は５問あり，短答式や記述式の問 

題であった。算数については無解答率が１０％を越えている設問はなかった。 

 ・中学校では，数学で無解答率が１０％を超えているものが３問，英語も２問ある。英語を聞いた 

  り読んだりして英文で答える記述式の設問で無解答率が高い。 

  

【改善のための方策】 

 ・国語の記述式の問題で無解答率が高い問題がある。「言葉や文を取り上げる範囲」や「表現の仕方」 

 「文字数」などの条件に合わせた文章を書くことに課題がある。総合的な学習の時間での発表会に 

  向け，集めた資料をまとめて文章にするなど，自分の考えを文章や図に表す機会をつくる。その際， 

それを推敲する段階で友達と交流をする場を設定し，自分の考えが伝わる文章になっているかな 

どについてお互いに確認させる。そうすることで書き上げる力が伸びていくと考えられる。 

 

全国より無解答率が高かった設問数 

小

学

校 

H30

年度 

国語Ａ 国語Ｂ 算数・数学Ａ 算数・数学Ｂ 理科 

7 問／12 問中 0 問／8 問中 4 問／14 問中 1 問／10 問中 1 問／16 問中 

H31

年度 

国語 算数 
 

11 問／14 問中 2 問／14 問中 

中
学
校 

H30

年度 

国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 理科 

13 問／32 問中 2 問／9 問中 10 問／36 問中 0 問／14 問中 2 問／27 問中 

H31 

年度 

国語 数学   英語 

2 問／10 問中 1 問／16 問中 2 問／21 問中 
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調査結果を踏まえた授業改善の取組 

 

※ まずは，先生方が調査問題を解きましょう。問題を解いた後には・・・。 

①分類の各項目について結果を見ます。 

②正答数分布グラフの分布の形状から，児童生徒の解答状況を把握します。 

 

１ 課題のある設問 

③全国平均や県平均との差が大きい設問（５ポイント以上差が開いているもの），正答率の低い設 

問，無解答率の高い設問に着目します。 

 

２ 反応率の高い誤答 

 ④解答類型の反応率から誤答の状況（児童生徒はどこでつまづいているのか）をつかみます。 

 

 

 
 １段目：山梨県（公立）の割合 ２段目：全国（公立）の割合（％） 
問題

番号 問題の概要 

解答類型 無

解

答 
1 2 3 4 5 6 7 8 99 

７ 

(1) 

円周率を求める式として正しい

ものを選ぶ 

5.3 37.8 39.4 14.4     0.2 2.9 

5.4 37.0 41.6 12.6     0.2 3.2 

７ 

(2) 

円の直径の長さが２倍になった

とき，円周の長さが何倍になる

かを選ぶ 

54.8 30.2 5.1 6.0     0.6 3.3 

55.6 28.0 5.6 6.6     0.6 3.6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 誤答から児童生徒の実態をつかむ 

 ⑤誤答の原因（どこに課題があるのか）を考えます。 

 

４ 児童生徒の実態を踏まえて授業をつくる 

 ⑥対象学年だけでなく，それぞれの学年で取り組むべきことを明らかにします。 

 

 ⑦「結果と授業改善のポイント」や「なぜ自己採点をするのか」「教科・領域を問わず年間を通じ

「解答類型」 

一人一人の児童生徒の

具体的な解答状況を把握

することができるよう，

設定する条件などに即し

て解答を分類，整理する

ためのもの。 

「解答類型ごとの反応率」 

各設問の解答類型別の反応率を見ることで，誤答に目を向け授業改善

の視点を探ることができる。 

 正誤だけではなく，一人一人の誤答の状況や誤答の割合が高い類型に

注目することで，児童生徒がどんなことにつまずいているのかが見え

る。さらに，課題の質を吟味することにより，学習指導の改善・充実を

図ることができる。 

平成３０年８月２１日 学力向上フォーラム２０１８資料 

平成３０年度全国学力・学習状況調査 山梨県学力把握調査「結果と改善のポイント」 

（山梨県教育委員会）

より 

算 数

Ａ 

類型２が 37.8％で誤答の反応率が高い 
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て意識したい授業改善の視点」「国の調査資料（解説資料，報告書，授業アイディア例等）を参

考にして，指導改善・充実を図りましょう。 

 

 

 今日中に各学校へ「平成３１年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査 報告書」が送付されま 

す。その中には，次のとおり設問ごとの解答類型と反応率，学習指導に当たって参考になる例などが 

示されていますので，ぜひご活用ください。 

 

 

 

 

 

平成３１年度（令和元年度） 全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に

向けた説明会【説明資料】より 

     「国立教育政策研究所ＨＰ」https://www.nier.go.jp/kaihatsu/setsumeikai/index.html 
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３ 質問紙調査の本市の結果について  

(１)児童生徒質問紙調査の特徴 
①小学校【児童質問紙調査】 

■【全国の平均より３ポイント以上高いもの】 

№ 質問項目 全国との差 

2 毎日，同じくらいの時刻に寝ていますか 3.3 

3 毎日，同じくらいの時刻に起きていますか 3.0 

6 先生は，あなたのよいところを認めてくれていると思いますか 4.3 

7 
先生は，授業やテストで間違えたところや，理解していないところについて，分かるまで教えてくれて

いると思いますか 
3.6 

8 将来の夢や目標を持っていますか 3.5 

10 難しいことでも，失敗を恐れないで挑戦していますか 5.0 

11 学級みんなで話し合って決めたことなどに協力して取り組み，うれしかったことがありますか 4.2 

14 人が困っているときは，進んで助けていますか 3.9 

17 家で自分で計画を立てて勉強をしていますか 5.6 

19 
学校の授業時間以外に，普段（月曜日から金曜日），１日当たり 30 分以上，読書をしますか（教科書や

参考書，漫画や雑誌は除く） 
8.9 

20 
昼休みや放課後，学校が休みの日に，本（教科書や参考書，漫画や雑誌は除く）を読んだり，借りたり

するために，学校図書館・学校図書室や地域の図書館に週に１回以上行きますか 
5.8 

21 読書は好きですか 6.5 

22 新聞を読んでいますか 3.4 

23 今住んでいる地域の行事に参加していますか 5.3 

24 地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありますか 10.0 

25 外国の人と友達になったり，外国のことについてもっと知ったりしてみたいと思いますか 8.1 

26 日本やあなたが住んでいる地域のことについて，外国の人にもっと知ってもらいたいと思いますか  6.6 

27 ５年生までに受けた授業で，コンピュータなどのＩＣＴを週１回以上使用しましたか 14.8 

30 授業で学んだことを，ほかの学習に生かしていますか 5.5 

31 
総合的な学習の時間では，自分で課題を立てて情報を集め整理して，調べたことを発表するなどの学習

活動に取り組んでいると思いますか 
8.4 

32 
あなたの学級では，学級生活をよりよくするために学級会で話し合い，互いの意見のよさを生かして解

決方法を決めていると思いますか 
10.9 

33 
学級活動における学級での話合いを生かして，今，自分が努力すべきことを決めて取り組んでいると思

いますか 
8.6 

34 
道徳の授業では，自分の考えを深めたり，学級やグループで話し合ったりする活動に取り組んでいると

思いますか 
5.6 

35 
５年生までに受けた授業では，課題の解決に向けて，自分で考え，自分から取り組んでいたと思います

か 
4.4 

36 
５年生までに受けた授業で，自分の考えを発表する機会では，自分の考えがうまく伝わるよう，資料や

文章，話の組立てなどを工夫して発表していたと思いますか 
3.5 

37 国語の勉強は好きですか 7.5 
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39 国語の授業の内容はよく分かりますか 4.5 

41 
国語の授業で学習したことを，普段の生活の中で，話したり聞いたり書いたり読んだりするときに活用

しようとしていますか 
7.9 

42 国語の授業では，目的に応じて，自分の考えを話したり書いたりしていますか 3.4 

43 
国語の授業で自分の考えを話したり書いたりするとき，うまく伝わるように理由を示したりするなど，

話や文章の組立てを工夫していますか 
5.2 

44 
国語の授業で文章や資料を読むとき，目的に応じて，必要な語や文を見つけたり，文章や段落どうしの

関係を考えたりしながら読んでいますか 
10.0 

46 算数の勉強は好きですか 3.1 

50 算数の授業で学習したことを，普段の生活の中で活用できないか考えますか 5.4 

51 算数の授業で新しい問題に出合ったとき，それを解いてみたいと思いますか 7.4 

53 算数の授業で問題を解くとき，もっと簡単に解く方法がないか考えますか 4.4 

54 算数の授業で公式やきまりを習うとき，そのわけを理解するようにしていますか 5.5 

55 算数の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートに書いていますか 3.8 

 

■【全国の平均より３ポイント以上低いもの】 

№ 質問項目 全国との差 

57 解答時間は十分でしたか(国語) -12.1 

 

②中学校【生徒質問紙調査】 

■【全国の平均より３ポイント以上高いもの】 

№ 質問項目 全国との差 

5 自分には，よいところがあると思いますか 5.3 

6 先生は，あなたのよいところを認めてくれていると思いますか 6.3 

7 先生は，授業やテストで間違えたところや，理解していないところについて，分かるまで教えてくれてい

ると思いますか 
3.5 

11 学級みんなで話し合って決めたことなどに協力して取り組み，うれしかったことがありますか 5.1 

19 学校の授業時間以外に，普段（月曜日から金曜日），１日当たり３０分以上，読書をしますか（教科書や

参考書，漫画や雑誌は除く） 
5.0 

20 昼休みや放課後，学校が休みの日に，本（教科書や参考書，漫画や雑誌は除く）を読んだり，借りたりす

るために，学校図書館・学校図書室や地域の図書館に週に１回以上行きますか 
4.3 

21 読書は好きですか 5.5 

26 日本やあなたが住んでいる地域のことについて，外国の人にもっと知ってもらいたいと思いますか  3.8 

32 生徒の間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，広げたりすることができていると思いますか 3.2 

34 総合的な学習の時間では，自分で課題を立てて情報を集め整理して，調べたことを発表するなどの学習活

動に取り組んでいると思いますか 
6.7 

35 あなたの学級では，学級生活をよりよくするために学級活動で話し合い，互いの意見のよさを生かして解

決方法を決めていると思いますか 
8.8 

36 学級活動における学級での話合いを生かして，今，自分が努力すべきことを決めて取り組んでいると思い

ますか 
7.3 
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39 １，２年生のときに受けた道徳の授業では，自分の考えを深めたり，学級やグループで話し合ったりする

活動に取り組んでいたと思いますか 
6.0 

41 国語の勉強は大切だと思いますか 3.1 

42 国語の授業の内容はよく分かりますか 4.3 

44 国語の授業で学習したことを，普段の生活の中で，話したり聞いたり書いたり読んだりするときに活用し

ようとしていますか 
4.6 

60 １，２年生のときに受けた授業では，英語を聞いて（一文一文ではなく全体の）概要や要点をとらえる活

動が行われていたと思いますか 
4.4 

61 １，２年生のときに受けた授業では，英語を読んで（一文一文ではなく全体の）概要や要点をとらえる活

動が行われていたと思いますか 
4.1 

63 １，２年生のときに受けた授業では，スピーチやプレゼンテーションなど，まとまった内容を英語で発表

する活動が行われていたと思いますか 
6.8 

64 １，２年生のときに受けた授業では，自分の考えや気持ちなどを英語で書く活動が行われていたと思いま

すか 
5.6 

65 １，２年生のときに受けた授業では，聞いたり読んだりしたことについて，生徒同士で英語で問答したり

意見を述べ合ったりする活動が行われていたと思いますか 
5.2 

66 １，２年生のときに受けた授業では，聞いたり読んだりしたことについて，その内容を英語で書いてまと

めたり自分の考えを英語で書いたりする活動が行われていたと思いますか 
5.0 

 

■【全国の平均より３ポイント以上低いもの】 

№ 質問項目 全国との差 

30 １，２年生のときに受けた授業で，コンピュータなどのＩＣＴを週に１回以上使用しましたか -23.3 

49 数学の勉強は好きですか -6.1 

51 数学の授業の内容はよく分かりますか -4.6 

59 あなたは将来，積極的に英語を使うような生活をしたり職業に就いたりしたいと思いますか -3.9 

68 解答時間は十分でしたか（数学) -5.1 

69 解答時間は十分でしたか（英語) -12.7 

 

③児童生徒質問紙調査について 

  質問紙調査の設問数が今年度小学校は５８，中学校は６９。（昨年度は小学校６２，中学校は５９）

全国平均と比べて３ポイント以上上回る設問が，小学校では３７，中学校２２。反対に３ポイント

以上下回る設問が，小学校では１，中学校で６。小学校では，９割以上の設問で肯定的な回答が全

国平均を上回っている。 

 ＜小学校＞ 

○小学校では「家で，自分で計画を立てて勉強していますか」については，肯定的な回答が全国平

均を大きく上回っている。「平日 1 日当たり１時間以上学習する」児童の割合は，全国平均より下

回っているものの，昨年度より高くなっている。平日に全く家庭学習をしない小学生の割合は少

なくなってきている。 

○「先生は，あなたのよいところを認めてくれていると思いますか」は今年度も全国平均を上回り，

先生と児童の良い関係がうかがえる。 
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○読書する時間が長いことや，図書館へ行く回数が多いこと，読書が好きであることについては毎

年全国平均を上回っている。 

○「あなたの学級では，学級生活をよりよくするために学級会で話し合い，互いの意見のよさを生

かして解決方法を決めていると思いますか」「学級活動における学級での話し合いを生かして，今，

自分が努力すべきことを決めて取り組んでいると思いますか」「道徳の授業では，自分の考えを深

めたり，学級やグループで話し合ったりする活動に取り組んでいると思いますか」などは全国平

均を大きく上回っている。授業の中で話し合い活動を積極的かつ効果的に取り組んでいることが

わかる。 

○ＩＣＴを活用した授業も積極的に行っていることも見て取れる。 

○国語（+7.5％）や算数（+3.1％）の学習を好み，それぞれの教科での学びを普段の生活の中で生

かそうとしている。「算数の授業で問題を解くとき，もっと簡単に解く方法がないか考えますか」

「算数の授業で公式やきまりを習うとき，そのわけを理解するようにしていますか」も昨年同様

全国平均を大きく上回っている。様々な方法で問題を解いたり，やっていることの意味を理解し

ながら学んだりする様子が分かる。 

 

＜中学校＞ 

○「先生は，あなたの良いところを認めてくれていると思う（中 6.3）」は昨年に引き続き全国平均

を大きく上回り，教員のきめ細かな指導や児童生徒と教員との関係の良さがうかがえる。 

 ○本市の特徴でもある読書指導に関連して，「１日当たり３０分以上読書をすると答えた中学生は

全国平均を 5.0 ポイント上回っている。 

○中学校でも平日に１時間以上家庭学習をする生徒は，全国に比べやや少ない。その割合は昨年度

よりも低くなった。平日に全く家庭学習をしない中学生の割合は少なくなってきている。学力の

定着のためは，授業を振り返ることのできる課題を与えることを継続的に行っていくことが大切

である。また，家庭学習をやってこない子，やることが分からない子をどうフォローしていくか

も今後必要になってくる。自主学習の量や内容を個に応じて決めたり，やってきたことを必ず褒

めたりすることで，少しずつでも達成感を感じさせられるようにし，全くしない児童・生徒を減

らすようにしていきたい。 

○「あなたの学級では，学級生活をよりよくするために学級会で話し合い，互いの意見のよさを生

かして解決方法を決めていると思いますか」「学級活動における学級での話し合いを生かして，今，

自分が努力すべきことを決めて取り組んでいると思いますか」「道徳の授業では，自分の考えを深

めたり，学級やグループで話し合ったりする活動に取り組んでいると思いますか」などは全国平

均を大きく上回っている。中学校でも授業の中で話し合い活動を積極的かつ効果的に取り組んで

いることがわかる。 

 ○「国語の勉強は好きですか」という設問は全国平均を上回ったものの，「数学が好きですか」「英 

  語が好きですか」という設問は，全国平均を下回っている。 
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学校の授業以外に，普段（月～金），1 日当たりどれくらいの時間，勉強をしますか。 

（学習塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている時間を含む） 

11.9

12.5

12.4

7.4
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8.3

15.2

16.8
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36.9
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23.8
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25.6
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8.4

7.4

7.6

9.6

7.5

5.5

2.9

2.5

2.3

2.2
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H29全国

H30全国

H31全国

H29甲府

H30甲府

H31甲府

（小学校）

3時間以上 2時間以上 1時間以上 30分以上 30分より少ない 全くしない

10.1

10.5

9.9

10.8

12.7

12.1

25.3

25.9

25.6

23.7

22.4

25.9

34.2

34.2

34.3

34.1

31.5

30.8

17.2

16.6

17.2

18.1

19.6

17.6

8.3

7.9

8.4

8.8

9.6

9.4

4.9

4.9

4.4

4.7

4.1

3.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H29全国

H30全国

H31全国

H29甲府

H30甲府

H31甲府

（中学校）

3時間以上 2時間以上 1時間以上 30分以上 30分より少ない 全くしない
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【改善のための方策】 

新学習指導要領第 1 章第１の２の（１）の中にも「家庭との連携を図りながら，児童（生徒）の

学習習慣が確立するように配慮すること」とある。家庭学習は，「学んだことを定着させる」という

重要な役割があり，確かな学力の向上には欠かせないものである。 

○「家庭学習」のあり方について全職員で共通理解を図る 

 ① 学校としての家庭学習の方針や目的 

 ② 児童生徒の家庭学習の実態と目標 

 ③ 課題の内容と量 

  ・授業と関わる課題で児童生徒が取り組める内容 

  ・課題が明確で取り組むねらいが把握できる（予習・復習・自主課題など） 

  ・児童生徒が意欲的に取り組める分量 

   （統一，徹底していくというチームとしての取組が必要。一方で，その児童生徒に合った量

や質を考慮していくことも必要） 

 ④ 家庭学習の意欲の維持のさせ方 

  ・家庭学習の課題についての適切な評価と指導（やらせっぱなしにしない）  

  ・努力を認める声かけや励まし 

⑤ 児童生徒への家庭学習の指導 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14.9

14.2

33.1

40.6

35.5

34.6

38.4

36.5

37.3

37.6

23

20.2

12.2

13.5

5.5

2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H31全国（中学校）

H31甲府（中学校）

H31全国（小学校）

H31甲府（小学校）

している どちらかといえば、している あまりしていない 全くしていない

家で，計画を立てて勉強していますか。 

 

学校の授業時間以外に，普段，1 日当たりどれくらいの時間，読書をしますか。 

 

4.8

5.7

7

8.1

7.6

9.1

11.3

14.7

14.6

17.2

21.5

25.9

23.4

25.8

25.9

25.1

14.8
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15.6

11.2

34.8

28

18.7

15

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H31全国（中学校）

H31甲府（中学校）

H31全国（小学校）

H31甲府（小学校）

2時間以上 1時間以上 30分以上 10分以上 10分未満 全くしない
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○家庭への協力を依頼する 

 ① 家庭学習の具体的内容・方法について「家庭学習の手引き」等で具体的に示す。 

 ② 学校が家庭学習について説明したり保護者から家庭学習に関する相談を受けたりする場を 

設定する。 

 ③ 発達の段階に応じて，「家庭学習カード」等で保護者にも家庭学習の点検と励ましをお願い 

する。 

 ④ テレビやビデオ・ＤＶＤの視聴時間，ゲーム，携帯電話･スマートフォンの使用時間などに 

ついてルール作りを行うことを促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道徳の授業では，自分の考えを深めたり，学級やグループで話し合ったりする活動に取り組んでいると思いますか。 

34
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42.6

41.2

38.8

32.2
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12.9

14.9

10.8

5.7
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H31全国（中学校）

H31甲府（中学校）

H31全国（小学校）

H31甲府（小学校）

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

小学校５年生（中学校１，２年）までに受けた授業で，コンピュータなどのＩＣＴを活用しましたか。 

7
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32.7
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H31全国（中学校）

H31甲府（中学校）

H31全国（小学校）

H31甲府（小学校）

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない
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国語の授業で学習したことを，普段の生活の中で，話したり聞いたり書いたり読んだりするときに活用しようとしていますか。 
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39.5
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35.8

21.7
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18.1
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H31全国（中学校）

H31甲府（中学校）

H31全国（小学校）

H31甲府（小学校）

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

国語の授業で文章や資料を読むとき，目的に応じて，必要な語や文を見つけたり，文章や段落どうしの関係を考えたりしながら読んでいますか。 
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41.9

43.2
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14.8
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算数（数学）の勉強は好きですか。 
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（２） 学校質問紙調査の特徴 

１）家庭学習について 

①家庭学習の課題の与え方について，校内の教職員で共通理解を図りましたか。 

（全国平均：全国平均との比較） 

 〔小学校〕 「よく行った」                 ６５．４％（47.0%：＋18.4） 

  〔中学校〕 「よく行った」                 ４１．７％（36.9%：＋ 4.8） 

 

②家庭学習の取組として，学校では，児童に家庭での学習方法等を具体例を挙げながら教えるように

しましたか。 

 〔小学校〕 「よく行った」                 ６９．２％（49.9%：＋19.3） 

  〔中学校〕 「よく行った」                 ２５．０％（38.9%：- 13.9） 

 

③国語の指導として，前年度までに，家庭学習の課題（宿題）を与えましたか 

〔小学校〕 「よく行った」                   ８０．８％（78.4%：＋2.4） 

  〔中学校〕 「よく行った」                   ３３．３％（45.2%：-11.9） 

 

２）学校としての取組体制について 

①校長は，校内の授業をどの程度見て回っていますか。 

〔小学校〕 「ほぼ毎日回っている」                 ６１．５％（71.8%：－10.3） 

  〔中学校〕 「ほぼ毎日回っている」                          ３３．３％（48.8%：－15.5） 

②学校運営の状況や課題を全教職員の間で共有し，学校として組織的に取り組んでいますか。 

〔小学校〕  「よくしている」                    ５７．７％（59.2%：－1.5） 

  〔中学校〕  「よくしている」                             ４１．７％（51.4%：－9.7） 

 

３）小中連携について 

①近隣の小学校（中学校）と，研究授業を行うなど，合同して研修を行いましたか。 

 〔小学校〕  「よく行った」「どちらかといえば行った」      ６９．２％（70.6%： －1.4） 

  〔中学校〕  「よく行った」「どちらかといえば行った」      ５０．０％（76.2%：－26.2） 

＜引用・参考資料＞ 

・「小学校学習指導要領」（文部科学省） ・「中学校学習指導要領」（文部科学省） 

・「平成３１年度（令和元年度）全国学力･学習状況調査解説資料」（文部科学省・国立教育政策研究所） 

・「平成３１年度（令和元年度） 全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充

実に向けた説明会【説明資料】」部科学省・国立教育政策研究所） 

・「平成３１年度（令和元年度）全国学力･学習状況調査報告書」（文部科学省・国立教育政策研究所） 

・「平成３１年度全国学力学習状況調査 調査問題を授業改善にどのように活用するのか」 

                                    （山梨県教育委員会） 

・「平成３０年度甲府市における調査結果のポイント」（甲府市教育委員会） 
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資料１ 平均正答率と質問紙調査の相関関係 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

49.8

60.3

60.4

64.6

67.6

62.5

39.5

52.6

60.8

66.2

64.45

66.65

0 10 20 30 40 50 60 70 80

中・全くしない

中・30分より少ない

中・30分以上、1時間より少ない

中・1時間以上、2時間より少ない

中・2時間以上、3時間より少ない

中・3時間以上

小・全くしない

小・30分より少ない

小・30分以上、1時間より少ない

小・1時間以上、2時間より少ない

小・2時間以上、3時間より少ない

小・3時間以上

□学校の授業以外，普段（月～金）１日当たりの学習時間と合計平均との相関関係（学習塾、家庭教師を含む） 

＜家庭学習について＞ 

このグラフにおける「合計平均」は，平均正答率の和（小学校は国語と算数の平均正答率の合計を２でわっ

たもの。中学校は国語+数学+英語の平均正答率の合計を３でわったものを示している。棒グラフが長いほ

ど，全国学力・学習状況調査の結果（平均正答率）が高い。 

56.73

62.56

65.26

67.3

46.45

58.5

63.25

66.8

0 10 20 30 40 50 60 70

中・全くしていない

中・あまりしていない

中・どちらかといえば、している

中・している

小・全くしていない

小・あまりしていない

小・どちらかといえば、している

小・している

□家で，計画を立てて勉強している児童・生徒と合計平均との相関関係 
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49.23

59.13

63.27

68.57

50

53.8

60.5

67.9

0 10 20 30 40 50 60 70

中・当てはまらない

中・どちらかといえば、当てはまらない

中・どちらかといえば、当てはまる

中・当てはまる

小・当てはまらない

小・どちらかといえば、当てはまらない

小・どちらかといえば、当てはまる

小・当てはまる

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

53.96

59

64

66.83

53.85

56.05

64

67.45

0 10 20 30 40 50 60 70

中・当てはまらない

中・どちらかといえば、当てはまらない

中・どちらかといえば、当てはまる

中・当てはまる

小・当てはまらない

小・どちらかといえば、当てはまらない

小・どちらかといえば、当てはまる

小・当てはまる

□学級の友達との間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，広げたりすることができていると思いますか。 

□授業で学んだことを, ほかの学習に生かしていますか。 

62

65.2

68.53

65.4

59.6

64.85

69.95

70.25

0 10 20 30 40 50 60 70

中・ほとんど，または，全く読まない

中・月に１～３回程度読んでいる

中・週に１～３回程度読んでいる

中・ほぼ毎日読んでいる

小・ほとんど，または，全く読まない

小・月に１～３回程度読んでいる

小・週に１～３回程度読んでいる

小・ほぼ毎日読んでいる

□新聞を読む児童・生徒と合計平均との相関関係 

＜学習の方法について＞ 
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＜読書＞ 

47.63

52.07

58.6

65.47

51.75

48.3

57.35

64.35

0 10 20 30 40 50 60 70

中・全くしていない

中・あまりしていない

中・どちらかといえば、している

中・している

小・全くしていない

小・あまりしていない

小・どちらかといえば、している

小・している

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

59.4

62.3

66.36

67

63.56

60.9

56.8

63.05

62.7

66.2

64.65

65.35

0 10 20 30 40 50 60 70

中・全くしない

中・１０分より少ない

中・１０分以上，３０分より少ない

中・３０分以上，１時間より少ない

中・１時間以上，２時間より少ない

中・２時間以上

小・全くしない

小・１０分より少ない

小・１０分以上，３０分より少ない

小・３０分以上，１時間より少ない

小・１時間以上，２時間より少ない

小・２時間以上

□学校の授業以外，普段（月～金）１日当たりの読書時間と合計平均の相関関係（教科書，参考書，漫画 

や雑誌は除く） 

＜生活習慣＞ 

□朝食を毎日食べる児童・生徒と合計平均との相関関係 
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51.93

59.77

66.47

62.87

47.6

54.45

64.7

65.3

0 10 20 30 40 50 60 70

中・全くしていない

中・あまりしていない

中・どちらかといえば、している

中・している

小・全くしていない

小・あまりしていない

小・どちらかといえば、している

小・している

42.83

63.96

63.76

63.63

44.85

51.75

61.2

65.15

0 10 20 30 40 50 60 70

中・全くしていない

中・あまりしていない

中・どちらかといえば、している

中・している

小・全くしていない

小・あまりしていない

小・どちらかといえば、している

小・している

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２ 平成３１年度甲府市学校教育指導重点に関わって 
  平成３１年度全国学力･学習状況調査の児童生徒質問紙から，甲府市学校教育指導重点との関わ

りについて分析した。 

国・県両方を上回っている ◎ 国もしくは県を上回っている ○ 国･県両方を下回っている △ 

 

１ 重点目標「思い遣る心の育成」に関わる設問の回答状況 

 将来の夢や目標を持っている 

 （児童生徒質問紙 設問８） 

小学校：全国・県を上回る        ◎ 

中学校：全国を上回る          ○ 

 人の役に立つ人間になりたい 

 （児童生徒質問紙 設問１６） 

小学校：全国・県を上回る       ◎ 

中学校：全国・県を上回る        △ 

 人が困っているときは，進んで助けていますか 

 （児童生徒質問紙 設問１４） 

小学校：全国を上回る            ○ 

中学校：全国を上回る        ○ 

小学校 

□毎日，同じくらいの時間に寝る児童・生徒と合計平均との相関関係 

□毎日，同じくらいの時間に起きる児童・生徒と合計平均との相関関係 
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２ 重点項目に関わる設問への回答状況 

 ①「生きる力」を育む教育課程の編成 

  ○小中連携の推進 

 近隣の小・中学校と授業研究等合同研修を実施 

 （学校質問紙 小設問５２ 中設問６６ ） 

小学校：県を上回る           ○ 

中学校：全国・県を下回る         △ 

   ○キャリア教育の推進 

 「職場見学・職場体験」 

 （学校質問紙 小設問５４ 中設問６８ ） 

小学校：全国・県を下回る         △ 

中学校：全国・県を上回る      ◎ 

   ○特別な教育的な支援が必要な児童生徒への指導の充実 

特別支援教育の理解に基づく指導の工夫  

 （学校質問紙 小設問５０ 中設問６４） 

小学校：全国・県を上回る         ◎ 

中学校：全国・県を上回る         ◎ 

  

②確かな学力の育成 

  ○読書活動の充実 

休み時間や休日に学校や地域の図書館の利用 （週1

回以上   児童生徒質問紙 小設問２０ 中設問２１） 

小学校：全国を上回る          ○ 

中学校：全国を上回る        ○ 

 平日の読書時間（３０分以上） 

 （児童生徒質問紙 設問１９） 

小学校：全国・県を上回る      ◎ 

中学校：全国・県を上回る      ◎ 

  ○規範意識の醸成，生命を尊重する心の育成 

 学校のきまり・規則を守る 

 （児童生徒質問紙 設問１３） 

小学校：全国を上回る        ○ 

中学校：全国を上回る          ○ 

 いじめはどんな理由があってもいけない 

（児童生徒質問紙 設問１５） 

小学校：全国を上回る・県と同じ   ◎ 

中学校：全国を上回る・県と同じ   ◎ 

    ○家庭学習 

 家庭学習の与え方について，教職員での共通理解 

 （学校質問紙 小設問５９ 中設問７３） 

小学校：全国・県を上回る      ◎ 

中学校：全国・県を上回る      ◎ 

 ④健康・体力の向上 

  ○基本的生活習慣の確立 

 朝食を毎日食べる 

 （児童生徒質問紙 設問１） 

小学校：全国を上回る         ○ 

中学校：全国・県を下回る       △ 

 毎日，同じくらいの時刻に寝る 

 （児童生徒質問紙 設問２） 

小学校：国を上回る            ○ 

中学校：全国・県を下回る      △ 

 毎日，同じくらいの時刻に起きる 

 （児童生徒質問紙 設問３） 

小学校：全国・県を上回る       ◎ 

中学校：全国・県を下回る      △ 

 

 

 

 

 



29 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３１年度 甲府市学校教育指導重点 

目
標 

甲 府 の 子 ど も の 教 育 
豊かな感性とたくましい行動力を持ち、互いのよさを認め合いながら、 

進んで自己の課題に取り組むことのできる、心身共に健康な児童生徒の育成を目指す。 

・「思い遣る心」の育成  
・「生きる力」を育む教育の展開 

□「思い遣る心」の育成を重視
し、「生きる力」を育む、保幼
少及び小中連携を意識した教
育課程の編成と実施に努め
る。 

 
１「生きる力」を育む教育課程
の編成と確実な実施に努め
る。 

◎新学習指導要領の趣旨を踏ま
え、カリキュラム・マネジメン
トに基づく教育課程の編成と
実施 

・グローバル化に対応した系統
的な外国語教育の推進 

・教育課程に基づく保幼小及び
小中連携の推進 

 
２ 将来の生き方をみつめた体
系的なキャリア教育の推進に
努める。 

・各発達段階に応じた指導計画
に基づく指導の充実 

 
３ 特別な教育的支援の必要な 

児童生徒の教育の推進に努め
る。 

・家庭及び関係機関との連携に
よる「個別の教育支援計画」の
作成・活用 

 

□基礎的・基本的な内容の確実な定着を図
り、思考力、判断力、表現力を育み、主
体的に学習に取り組む意欲・態度を養い、
「生きる力」「思い遣る心」の育成に資
する。 

 
１ 組織的・計画的に授業改善に取り組み､ 

確かな学力の育成に努める。 
◎「甲府スタイル」による「主体的・対話
的で深い学び」の実現を目指した授業づ
くり 

・基礎的・基本的な内容の確実な定着 
・言語活動の充実による思考力･判断力･表
現力の育成 

・学びに向かう力や人間性を育てる学習指
導 

◎家庭と連携した学習習慣､読書習慣の確
立 

 
２ 自己をみつめる力と「思い遣る心」を持
った道徳的実践力の育成に努める。 

・全教育活動を通しての一貫性のある道徳
教育の推進 

◎新学習指導要領の趣旨を踏まえた授業
づくりと評価の工夫 

・規範意識の醸成､生命を尊重する心の育
成 

    
３ 楽しく豊かな学校生活を築くための特
別活動の充実に努める。 

・望ましい集団活動を通しての自主的実践
的態度の育成 

□「思い遣る心」「生きる力」の基盤
となる家庭や地域に開かれた信頼
される学校づくりの推進に努める。 

 
１ 全教職員の共通理解に基づく 
指導体制の確立に努める。 

・学校関係者評価を含めた学校
評 
価に基づく指導体制の一層の
工夫改善、充実とその公表 

 
２ 家庭や地域との一層の連携を
図り、信頼される学校づくりに
努める。 

・積極的な情報発信と授業の公
開 

◎保護者や地域住民が、学校の教
育活動に参加する機会の充実 

 
３ 安全管理体制の見直しと充実
に努める。 

・安全教育の推進と実践的な訓練の
実施、家庭、地域、関係機関等と
の連携による安全確保の徹底 

・個人情報の管理の徹底 
◎危機管理マニュアルの改善と
充実、危機発生時における迅速
な対応 

「生きる力」を育む 
教育課程の編成 

確かな学力の育成 
「思い遣る心」を育む 

生徒指導の推進 
健康・体力 

の向上 
信頼される 

学校づくりの推進 

重点目標 

□学校いじめ防止基本方針に基づ
くいじめへの対応、不登校・暴力
行為等への対応を最優先課題と
し、愛と信頼に基づく心のふれあ
う人間関係をつくり、「思い遣る
心」の育成に努める。 

 
１ 校内指導体制の確立と機能強化 
に努める。 

◎共通理解と統一した指導方針に
基づく、組織的な生徒指導 

・共感的で適切な児童生徒理解、教
師と児童生徒との信頼関係に基
づく生徒指導 

 
２ 教育相談の充実強化に努める。 
・教職員とスクールカウンセラー等
との連携による教育相談 

 
３ 存在感が実感できる体験的・実
践的活動の推進に努める。 

・公共心と「思い遣る心」を基調と
したボランティア活動等 

 
４ 家庭・地域・関係機関との連携を
密にした生徒指導の推進に努め
る。 

◎児童生徒を中心に据え、家庭、地
域、関係機関の役割分担に基づく
協働 

・家庭、地域と連携した情報モラル
教育 

 
５ お互いの個性を大切にし、多様

な人々と協働できる資質の育成
に努める。 

・個性を認め合い、ともに成長して
いくことのできる集団づくり、心
の居場所づくり 

 
 

□「生きる力」の基盤であ
る、健康・体力・安全に
関する資質と能力の育
成に努める。 

 
１ 自己管理能力の育成

と体力向上の基礎の
育成をめざした健康・
安全指導の推進に努
める。 

・基本的生活習慣の確
立 

◎日々運動に親しむ習
慣の確立と体力の向
上を意識した取組の
推進 

・食育、がん教育等の健 
康教育の推進 

 


